
エコアクション21
環境経営レポート

株式会社アクティオ
東京ＤＬセンター

〒136-0075 東京都江東区新砂3-6-41

2024.2.7

2023年度（2023/1~2023/12）



Copyright (C)  AKTIO Corporation. All Rights Reserved

目次

１．組織の概要

２．対象範囲

３．実施体制とその役割

４．環境経営方針

５．環境経営目標

６．環境経営活動計画

７．環境経営目標の実績と評価

８．環境経営計画の取組結果、次年度の取組内容

９．次年度の環境経営目標

10．当社のＥＡ21活動（活動事例）

11．環境関連法規などの遵守状況の確認及び
評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

12. 代表者による全体評価と見直しの結果

1

p.2

p.3

p.4

p.6
                                
p.7

p.8                                           

p.9

p.11

p.12

p.13

p.17

p.18



Copyright (C)  AKTIO Corporation. All Rights Reserved

１．組織の概要

■事業者名 株式会社アクティオ

■代表者名 代表取締役社長 小沼 直人

■所在地 認証登録範囲：東京ＤＬセンター
〒136-0075 東京都江東区新砂3-6-41

■環境管理責任者名及び連絡先
環境管理責任者 常務執行役員 宗像 国義
連絡先 TEL 03-6666-2205

FAX 03-6666-1964
■資本金 5億円

■事業の規模 売上高：2,152億円（2022年度）
経常利益：160億円（2022年度）

■事業の内容 レンタル事業（建設機械の入庫・整備・出庫）
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コンプライアンス委員会

法務監査部

管理本部 業務本部
レンサルティング

本部
営業本部 海外本部 東京ＤＬセンター

業務執行会議

代表取締役会長

代表取締役社長

株主総会

組　織　図
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■施設名称  (株)アクティオ東京ＤＬセンター
■敷地面積  １４，７６１．３８ｍ２
■建築面積  ４，６８５．２６ｍ２
■延床面積  １７，３８１．３４ｍ２
■構造・規模 Ｓ造４階建て（整備棟）およびＳ造５階建て（事務棟）
■用 途    工場、事務所

センター棟 オフィス棟

２．対象範囲

<交通アクセス>
東京メトロ南砂町駅より 徒歩 17分
JR東京駅八重洲口より 車 約30分
羽田空港首都高速経由  車 約30分
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代表取締役社長 小沼 直人

営業部門

レンサルティング本部 各営業部

管理部門責任者

環境委員会
代表者 環境管理責任者
内部監査長 部門責任者
ＥＡ21事務局

内部環境監査チーム
菅谷 隆

３．実施体制とその役割

代表者

常務執行役員 宗像 国義

環境管理責任者

ＥＡ21事務局

前田 秀昭

製造部門責任者

佐藤 健

営業部門責任者

山本 雅夫 山口 利治

管理部門

東京物流センター 管理部

レンサルティング本部 各管理部

製造部門

東京物流センター 業務部

レンサルティング本部 各業務部

※2023年より、エンジニアリング事業部もレンサルティング本部傘下となりました。
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３．実施体制とその役割

対象者 役割、責任及び権限

代表者

１．取り組みの対象組織・活動の明確化 (要求事項１)
２．代表者による経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２）
３．環境経営方針の策定、全従業員に周知 (要求事項３)
４．実施体制の構築（要求事項７）
５．代表者による全体の評価と見直し（要求事項１４）
６．環境経営レポートの承認
７．その他

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

１．環境負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４：事務局担当)
２．環境関連法規の取りまとめ（要求事項５：事務局担当）
３．環境経営目標及び環境経営計画の策定（要求事項６）
４．環境コミュニケーションの実施（要求事項９）
５．取組状況の確認・評価、並びに問題の是正及び予防（要求事項１３）
６．文書類の作成・管理（要求事項１２：事務局担当）
７．環境経営レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）
８．その他

部門責任者
１．教育・訓練の実施（要求事項８）
２．実施及び運用（要求事項１０）
３．環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項１１）
４．その他

環境委員会 １．目的及び目標の進捗状況、監視及び測定の状況等を環境管理責任者が
説明し、部門長に対する啓蒙を行う場とする

内部監査チーム
１．内部監査を実施する
２．内部監査長は、内部監査報告書をまとめ、代表者及び環境管理責任者に

監査結果を報告する

全従業員
１．環境経営方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性の認識
２．環境経営目標、環境経営計画などに基づくEA21活動の実施
３．EA21活動に関する提案
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４．環境経営方針

〈環境経営理念〉

株式会社アクティオ東京ＤＬセンターは、社業であるレンタル事業が、機器類を点検、

整備し、延命化を図りながら再び市場に提供する環境に優しい省資源ビジネスであり、

社会に果すべき役割が重要であることを認識し、これに誇りをもって活動します。

更には公害の防止並びに周辺環境の保全、向上が、地域社会に於ける最重要課題

であると認識し、機器の点検、整備作業による直接的影響、廃却時における適正処理

など、企業活動の全ての領域において、環境の保全対策に取り組み、持続的な発展が

可能な社会づくりに貢献致します。

建設業2024年問題を控え、求められる多様な「効率化」を実現するべく、「DX推進」

をキーワードに、業務改善と顧客へのサービス提供に反映させていきます。

〈基本方針〉

１．節電と省エネルギー化を進め、二酸化炭素排出量を削減し、地球温暖化の防止に努めます。

２．省資源による仕事を進めるように努め、廃棄物の発生量を低減します。

３．節水に努め、水の使用量・排水量を低減します。

４．環境に配慮した建設機器類の導入、供給を行っていきます。

５．点検整備のレベルアップにより、生産効率を高め、環境負荷の低減を目指します。

６．環境に関連する法規制・条例等を遵守し、環境配慮に努めます。

７．（化学物質の適正管理に努めます。）

社内要所に環境経営方針を掲示し、全従業員にｴｺｱｸｼｮﾝ21環境経営ｼｽﾃﾑを徹底
し、継続的改善を誓約します。

制定日 2023年 4月 3日
株式会社アクティオ

代表取締役社長 小沼 直人

6

当社は環境経営理念に基づき、基本方針を以下の通り定め、これを実行致します。
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５．環境経営目標

当社の2020年度実績を基準として掲げた第二2次中期目標における、
本年度（2023年）目標は下表の赤枠部分となります。

基準値

（基準年度:2020年度） 2021 2022 2023

完成台数（指数）※1、2 100

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,241,215 0.474

kWh
※3

ガソリン 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

128,698 2.322

L

軽油　 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

151,001 2.585

L

灯油 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

270 2.489

L

1,278,183

kg-CO2

廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

25,797

kg

廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

281.5

ｔ

水道使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

5,198

㎥

化学物質使用量 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減

0.23

kg／年

完成台数/入荷台数 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

50.3

％

クレーム件数 基準値に対し 1 ％改善 基準値に対し 2 ％改善 基準値に対し 3 ％改善

196

件

※1　東京ＤＬセンター内の各部署において、点検，整備等を行い、「完成品」として登録した台数を完成品台数とする。

※2　完成台数による原単位評価が可能となるよう、基準年（100とする）に対する対象年度の増減比を示す。

※3　二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO3/kWhを適用。

194 192 190

件以下 件以下 件以下

5

製品の
環境性
能の向
上及び

サービス
の改善

1）完成台数/
入荷台数

50.8 51.3 51.8

％　以上 ％　以上 ％　以上

2）製造工程の
不良率改善

（クレーム件数）

4
化学物質使用量の維持

管理
0 0.23 0.23

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

3 水使用量の削減 5,146 5,094 5,042

㎥　以下 ㎥　以下 ㎥　以下

278.7 275.9 273.1

ｔ　以下 ｔ　以下 ｔ　以下

2
廃棄物
排出量
の削減

1）一般廃棄物
排出量
の削減

25,539 25,281 25,023

kg　以下 kg　以下 kg　以下

2）産業廃棄物
排出量
の削減

L　以下 L　以下

149,491 147,981 146,471

L　以下 L　以下 L　以下

CO2総量計

（kg-CO2）

1,265,401 1,252,619 1,239,838

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

原単位評価対象 - - -

1

二酸化
炭素

排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

1,228,803 1,216,391 1,203,979

kWh　以下 kWh　以下 kWh　以下

2）化石燃料
使用量
の削減

127,411 126,124 124,837

L　以下 L　以下 L　以下

267 265 262

Ｌ　以下

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

CO2
換算係数

年　度　目　標

年度 年度 年度
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６．環境経営活動計画

① 二酸化炭素排出量の削減
空調温度の適正化（冷房26℃、暖房22℃）

照明器具の節電（こまめに消灯）

生産工程の合理化による時間短縮

働き方改革での残業削減による削減

② 廃棄物排出量の削減

停車時のアイドリングストップの励行

急加速・急停車の防止

定期的にタイヤ空気圧をチェック

車両運行時も冷暖房の使用は控え目に設定

車両以外の交通手段を併用

分別管理を確実に行い、再資源化を推進

梱包を簡略なものとし削減を図る

ミスコピーの裏紙を利用する等、事務用紙の削減を徹底

電子メディアによるペーパーレス化
パレット・緩衝材の再利用を徹底

使い捨て容器を見直し、紙コップや弁当ガラを削減

③ 水使用量・排水量の削減
雨水を集積、洗浄水として利用
洗車に使用した洗浄水は循環再使用し、使用水量の削減を図る

節水の意識を高め、ルールを徹底

④ 化学物質の使用量の管理
化学物質の用法・用量を適切に管理し、使用量の維持に努める
フロンガス使用機器の定期点検実施と監視を徹底する

⑤ 製品の環境性能向上及びサービスの改善
環境に配慮した機器や材料を導入
機械の性能・品質を維持し、長寿命化を図ることで省資源化に貢献
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※環境経営目標項目は、実績が目標値達成で「〇」、
   目標には届かずとも改善有りで「△」、 

 目標未達成、改善も見られなければ「×」と評価する。 

７．環境経営目標の実績と評価

基準値

（基準年度:2020年度）

完成台数(指数) 100

電力使用量 基準値に対し 3 ％削減 総使用量：

1,241,215 0.474

kWh

ガソリン 基準値に対し 3 ％削減 総使用量：

128,698 2.322

L

軽油　 基準値に対し 3 ％削減 総使用量：

151,001 2.585

L

灯油 基準値に対し 3 ％削減 総使用量：

270 2.489

L

1,278,183

kg-CO2

廃棄物排出量 基準値に対し 3 ％削減 総排出量：

25,797

kg

廃棄物排出量 基準値に対し 3 ％削減 総排出量：

282

ｔ

水道使用量 基準値に対し 3 ％削減 総使用量：

5,198

㎥

化学物質使用量 基準値を維持 総使用量：

0.23

kg

完成台数/入荷台数 基準値に対し 3 ％向上 入荷台数：

50.3

％

クレーム件数 基準値に対し 3 ％改善

196

件 ×190 219

件以下 件

5

製品の環境性
能の向上及び
サービスの改

善

1）完成台数/
入荷台数

693,518

〇51.8 51.8

％以上 ％

2）製造工程の
不良率改善
（クレーム件

数）

4 化学物質使用量の維持管理

0.00

〇0.23 0.00

kg kg

3 水使用量の削減

5,499

×5,042 5,499

㎥ ㎥

155.8

〇274 156

ｔ ｔ

2
廃棄物排出量

の削減

1)一般廃棄物
排出量
の削減

58,726

×25,023 58,726

kg kg

2)産業廃棄物
排出量
の削減

L L

143,475

〇146,471 143,475

L L

CO2総量計

（kg-CO2）

1,239,837 1,242,868

△kg-CO2 kg-CO2

原単位指標 - 98 -

1
二酸化炭素

排出量
の削減

1)電力使用量
の削減

1,286,637

×1,203,979 1,286,637

kWh kWh

2）化石燃料
使用量
の削減

112,199

〇124,837 112,199

L L

640

×262 640

Ｎｏ
環境経営

方針項目など
環境経営
目標項目

CO2
換算係数

運用期間（2023年1月～2023年12月）

目　標 実　績 評　価
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７．環境経営目標の実績と評価

① 二酸化炭素排出量の削減

② 廃棄物排出量の削減

③ 水使用量・排水量の削減

④ 化学物質の使用量の管理

⑤ 製品の環境性能向上及びサービスの改善
機械入庫数、完成品台数とも減少する結果となったが、減少率に差異
があり、相対的には目標を上回ることができた。

もともと使用量は少なかったが、使用が全く無くなっており良好。
引き続き維持管理に努める。

水使用量は年間通して目標を下回る結果となった。事業所にて作業に
従事する人員が増加したことが主たる要因と考えられる。節水の意識
高揚を促す対策の検討が望まれる。

夜間対応の再開に伴い、電力使用量の増加が不可避な状況となるなか、
化石燃料の使用量が削減できたおかげで、目標の達成にあと一歩という
ところまで迫ることはできた。目標達成には至らなかったが、前年からは
約10％ほど改善できている。電気使用量をチェック、毎月の運用会議で
報告を行い、注意喚起していたことが功を奏したといえる。

事業活動の回復に伴い、ゴミの総量が増加することが予想されるなか、
産業廃棄物はパレットのリユースやゴミの分別を徹底的に行った結果
大幅な削減ができた。一方、その煽りを受ける形で一般廃棄物は増加
する結果となっている。いずれも直近の実績から適正な目標を再設定
する必要がある。

残念ながらクレーム件数も増える結果となり、こちらは目標達成に至ら
なかった。クレームが低減することは、顧客へ提供するサービスの質が
向上していることの証左であり、今後の活動による巻き返しを期待する。
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８．環境経営計画の取組結果、次年度の取組内容

11

〇
〇
〇
〇
〇
〇

停車時のアイドリングストップの励行 〇
急加速・急停車の防止 〇
定期的にタイヤ空気圧をチェック 〇
冷房の控え目使用 〇
車両以外の交通手段を併用

停車時のアイドリングストップの励行 〇
急加速・急停車の防止 〇
定期的にタイヤ空気圧をチェック 〇
冷房の控え目使用 〇
車両以外の交通手段を併用

LED投光器等（バッテリー式へ切替） 〇
溶接機等（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ機能付き導入） 〇
その他エコ商品の導入 〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
概ね良好

未実施事項について
完全実施

万が一クレーム発生時、その日のうちに原因

と対策の提出、実施状況の確認

5

製品の環境
性能の向上

及び
サービスの

改善

1）完成台数/
入荷台数

常に効率化を考えて作業

良好 継続実施改善提案の提出

2）クレーム件
数/出荷台数

出荷前点検の確実実施

4
化学物質使用量

の維持管理

適正維持管理の徹底

良好 継続実施

3 水使用量の削減

雨水を集積し、洗車用に利用

概ね良好
未実施事項について

完全実施
洗浄水は循環し再利用も実施

シール、ポスター等で節水の意識を高め、徹底

概ね良好
未実施事項について

完全実施

リサイクル業者の選定

資源ゴミとの分別徹底

リサイクル保管場所の確保

2)一般廃棄物
排出量
の削減

2
廃棄物
排出量
の削減

1)産業廃棄物
排出量
の削減

分別管理の周知徹底

お弁当パックから器へ⇒業者見直し

CO2原単位

（ｋｇ-CO2/千台）

継続実施
ミスコピーの削減

ミスコピーの裏紙使用

複合機の設定見直し

良好

未実施事項について
完全実施

レ
ン
タ
ル

機
械

前処理工程の合理化

働き方改革での残業削減による削減

2)化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

概ね良好

良好 継続実施

継続実施

空調温度の適正化（冷房26℃、暖房22℃）

照明器具の見直し（LED照明等）・節電

生産工程の待機時間

未実施事項について
完全実施

1
二酸化炭素

排出量
の削減

1)電力使用量
の削減

生産設備の適正管理

良好

軽
油

概ね良好

CO2総量計（kg-

CO2）

Ｎｏ
環境経営方
針項目など

環境経営
目標項目

目標達成手段
取　組

結果・評価 次年度の内容
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当社の2023年度実績を基準として掲げた、第3次中期目標を下表に示します。
次年度（2024年）目標は下表の赤枠部分となります。

基準値

（基準年度:2023年度） 2024 2025 2026

完成台数（指数）※1、2 100

電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

1,286,637 0.474

kWh
※3

ガソリン 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

112,199 2.322

L

軽油　 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

143,475 2.585

L

灯油 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

640 2.489

L

1,242,868

kg-CO2

廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

58,726

kg

廃棄物排出量 基準値に対し 1 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上

155.8

ｔ

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

5,499

㎥

化学物質使用量 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減

0

kg／年

完成台数/入荷台数 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上 基準値に対し 4 ％向上

51.8

％

クレーム件数 基準値に対し 2 ％改善 基準値に対し 3 ％改善 基準値に対し 4 ％改善

219

件

※1　東京ＤＬセンター内の各部署において、点検，整備等を行い、「完成品」として登録した台数を完成品台数とする。

※2　完成台数による原単位評価が可能となるよう、基準年（100とする）に対する対象年度の増減比を示す。

※3　二酸化炭素排出係数は2016年東京電力エナジーパートナー実績の調整後排出係数0.474kg-CO3/kWhを適用。

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

CO2
換算係数

年　度　目　標

年度 年度 年度

原単位評価対象 - - -

1

二酸化
炭素

排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

1,273,771 1,260,904 1,248,038

kWh　以下 kWh　以下 kWh　以下

2）化石燃料
使用量
の削減

111,077 109,955 108,833

L　以下 L　以下 L　以下

634 627 621

Ｌ　以下 L　以下 L　以下

142,040 140,606 139,171

L　以下 L　以下 L　以下

CO2総量計

（kg-CO2）

1,230,439 1,218,011 1,205,582

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

154.2 152.7 151.1

ｔ　以下 ｔ　以下 ｔ　以下

2
廃棄物
排出量
の削減

1）一般廃棄物
排出量
の削減

58,139 57,551 56,964

kg　以下 kg　以下 kg　以下

2）産業廃棄物
排出量
の削減

4
化学物質使用量の維持

管理
0 0.00 0.00

kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

3 水使用量の削減 5,444 5,334 5,279

㎥　以下 ㎥　以下 ㎥　以下

215 212 210

件以下 件以下 件以下

5

製品の
環境性
能の向
上及び

サービス
の改善

1）完成台数/
入荷台数

52.8 53.4 53.9

％　以上 ％　以上 ％　以上

2）製造工程の
不良率改善

（クレーム件数）

９．次年度の環境経営目標



Copyright (C)  AKTIO Corporation. All Rights Reserved13

１０．当社のＥＡ21活動（活動事例）

二酸化炭素排出量の削減（軽油代替燃料の普及拡大）

バイオディーゼル燃料（以下、B100燃料）とは…

日本建設業連合会が施工段階におけるCO2削減方策として、軽油代替燃料の利用
拡大に向けて発行した「建設業における軽油代替燃料利用ガイドライン」に記載されて
いる環境配慮型の燃料で、廃食用油を原料として製造されており、カーボンニュートラル
でCO2排出量が約100％削減できます。

B100燃料は従来、建設機械(建設重機、発電機)での利用は想定されておらず、メー
カーの保証範囲外となっているため、これまで利用検証は行われてきましたが、まだまだ
浸透していないのが現状です。

このような状況の中、当社は品質が担保されたB100燃料を使用し、発電機にて燃料
燃焼実験を2年間実施した結果、2022年8月、発電機本体に問題が発生しなかったこ
とが確認されました。この実験結果を踏まえ、2022年8月に提供開始したバイオディーゼ
ル専用発電機を使用することで、建設現場へのB100燃料の導入を順次拡大していくこ
とにいたしました。
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１０．当社のＥＡ21活動（活動事例）

二酸化炭素排出量の削減（軽油代替燃料の普及拡大）

バイオディーゼル燃料専用発電機 納入実績

発電機容量 NO. 担当営業所 使用期間 出庫台数 備考
1 仙台泉営業所 2022年5月～2022年7月 1
2 滋賀営業所 2022年7月～2022年12月 1
3 足立営業所 2023年5月～2023年7月 1
4 榛原営業所 2023年5月～2023年6月 4
5 プラザ静岡営業所 2023年7月～2023年7月 2
6 札幌中央営業所 2023年7月～2023年11月 1
7 札幌営業所 2023年10月～2023年11月 1
8 プラザ東京営業所 2023年10月～2023年10月 1
9 豊田営業所 2023年11月～2023年11月 3

10 堺営業所 2023年11月～2023年11月 1
11 江東営業所 2023年11月～2024年1月 2
12 江東営業所 2023年11月～ 1 継続使用中

13 榛原営業所 2023年5月～2023年6月 3
14 プラザ静岡営業所 2023年7月～2023年7月 2
15 東京営業所 2023年7月～2023年10月 1
16 足立営業所 2023年7月～2023年11月 1 25/20kVAと入替

17 ＥＧ発電機営業課 2024年2月～ 1

18 榛原営業所 2023年5月～2023年6月 1
19 大河津営業所 2022年5月～ 1 継続使用中
20 熊本営業所 2023年7月～2023年9月 1
21 大阪南港営業所 2023年10月～ 1 継続使用中
22 新宿営業所 2023年12月～2024年1月 4

23 足立営業所 2023年3月～2023年11月 2
24 榛原営業所 2023年5月～2023年6月 1
25 大分営業所 2023年8月～2023年12月 1
26 城陽山城営業所 2023年9月～ 1 継続使用中
27 大阪南港営業所 2023年10月～ 2 継続使用中

28 大和営業所 2023年2月～2023年3月 2
29 榛原営業所 2023年5月～2023年6月 4
30 城陽山城営業所 2023年9月～ 2 継続使用中
31 大分営業所 2023年10月～2023年12月 1
32 高槻営業所 2023年11月～2023年12月 1

33 大阪南港営業所 2023年 10月～ 2 継続使用中
34 松戸営業所 2023年11月～2023年11月 1
35 東京営業所 2024年1月～ 1 継続使用中

25/20kVA

45/37kVA

60/50kVA

100/80kVA

150/125kVA

220/200kVA

※2024年1月31日時点の実績となります。



Copyright (C)  AKTIO Corporation. All Rights Reserved15

１０．当社のＥＡ21活動（活動事例）

オフィス棟屋上のリニューアル

オフィス棟屋上の緑化スペースをリニューアル中です。第一段階ではベンチに沿って歩道
を作成しました。社員の手で穴を掘って整地し、縁石を並べ玉砂利を敷き詰めました。
想定よりも玉砂利が多く必要となったため、現状は表層のみ薄く敷いていますが、今後
増量を予定しています。

第二段階では芝生の張り替え、植生を実施致しました。対象となる箇所を掘り起こし、
雑草を除去、必要に応じて土の投入・整地を行い、芝生の張り替え・植生を行いました。

環境整備・緑化推進
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１０．当社のＥＡ21活動（活動事例）

避難訓練の実施
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11．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規などの一覧表

区分 環境関連法規等名称 遵守状況
確認・評価

廃棄物

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃棄物処理法）(一般廃棄物の処理) 〇
廃棄物の処理及び清掃に関する法律
(廃棄物処理法)（産業廃棄物の適正処理） 〇

資源循環
（リサイクル）

特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法） 〇
使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律
（小型家電リサイクル法） 〇
使用済自動車の再資源化等に関する法律
（自動車リサイクル法） 〇

騒音・振動
騒音規制法 〇
振動規制法 〇

化学物質
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律
（ＰＲＴＲ法） 〇
毒物及び劇物取締法 〇

大気汚染

大気汚染防止法 〇
自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削
減等に関する特別措置法（自動車ＮＯｘ・ＰＭ法） 〇
特定特殊自動車排ガスの規制等に関する法律（オフロード法） 〇
フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
（フロン排出抑制法） 〇

消防
消防法
（危険物関連） 〇
火災予防条例（東京都） 〇

労働安全 労働安全衛生法 〇
高圧ガス 高圧ガス保安法 〇

当社に関係する環境関連法規などは上記の通りですが、遵守状況を2024年1月に確認した結果、違反はありません
でした。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去３年間ありません。なお、外部からの苦情は活動
期間中にはありませんでした。
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１２．代表者による全体評価と見直しの結果

18

➢全体評価

二酸化炭素排出量の削減は、目標には僅かに届かなかったが、
基準年からの削減には成功している。また、2022年実績と対比
すると9.5％減と大きく削減できており、電力使用量の定点観測
と化石燃料の使用量削減を実行できたことが功を奏したと評価。
廃棄物排出量については、産業廃棄物と一般廃棄物で対照
的な結果となっており、今回の実績を踏まえた新たな適正目標を
設定し、次期以降の活動で成果を見極めたいと考える。
サービスの改善目標は、完成品率の向上は達成、クレームの
削減目標は未達に終わった。クレームの削減は顧客へ提供する
サービスの品質向上がなされている証左であり、次なる目標では
必ず達成できるよう、不退転の決意で臨むことが必要である。

➢次年度に向けて

年始早々、能登半島における大地震や航空機の接触・炎上
事故が発生し、慌ただしい幕開けとなった。被災地の復興支援
には最優先で臨むよう号令をかけている。

DX推進による多様な効率化を図ることが、建設業界が直面
する「2024年問題」の解決や、環境負荷の低減に繋がることで
あり、社員一丸となり活動を継続していく。

2024年1月31日
株式会社アクティオ

代表取締役社長 小沼 直人
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